
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
ひ
ろ
ば

「
痴
漢
抑

止
・
看
板
点
検

」

健
全
育

成
推
進

北
ノ
台
地

区
委
員
会

こ
の

北
ノ
台

地
域

で
「

注
意

!

夜
の

ひ
と

り
歩

き
」

の
看

板
を

み

た
こ

と
が

あ
り
ま

す
か
?毎

年
6

月
に
健

全
育

成
会

で
修

理
点

検
の

作
業

を
行

つ
て

い
ま

す
。

健
全

育

成
で

は
、

パ
ト
ロ

ー
ル

や
あ

い
さ

つ
運

動
な

ど
地

域
の

子
ど

も
た

ち

が
安

全
で

健
や

か
に

育
つ

よ
う
見

守
る

活
動

を
「
一

‐一
一
…
…
…
…

~・

し
て

い
ま

す
。  

ι
フ
か

イカ
リ
ι
lτ

*き
れ

い
な

ま
ち

づ
く

り
も
す

す
め

て
い

ま
す

!*
北

ノ
台
ま
ち
づ

く
リ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
名
前
の
入

つ
た

プ
ラ

ン
タ

ー
で
季
節
の
花
展
を
育
て
て

い
ま
す
。

お
花
見
会
で
お
世
話

に
な

つ
た
「
神
代
の
社
」
の
庭
で

チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
や
菜
の
花
が
さ
れ
い
に
咲
い
て
い
ま

し
た
。

今
後
も
少

し
ず
つ
増
や

し
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

北
ノ
台
地

域
の
情

報
を

お
届

け
し
ま
す

!

まヒ /色
1む
域

の
イ
ヘ
,ハ

″
″
事
等
を
掲
載

ι
ま

す
の

で

情
報

を
″

ら
ご

τ
(た

さ
ι
l力

/

「
運

動
会

」

(北
ノ
台

小
学

校
)

5月
28日

(土
)に

運
動

会
が

行
わ

れ
ま

し
た

c北
ノ
台

小
学

校
は

今
年

度
23ク

ラ
ス

に
な

り
、
74

0名
を

越
え

る
児

童
数

で
す

」
入

学

か
ら

lヶ
月

半
の

1年
生

の
か

わ

い
い

ダ
ン
ス

や
5、

6年
生

の
騎

馬

戦
、
保

護
者

参
加

の
綱

引
き

な
ど

盛

り
沢

山
c応

援
に

も
熱

が
入

り
ま

し

た
。

【第
4号

】

発
行

日
:平

成
28年

6月
発
 
行

:北
ノ
台

ま
ち

づ
<り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

発
行

責
任

者
:矢

田
部
正

照

連
絡
先
:042-482-6464

「
北

ノ
台

・
ふ

れ
あ

い
朝

市
開

催
決

定
!」

7月
10日

(日
)午

前
9:00～

11:00
昨

年
11月

15日
(日

)に
初

め
て

行
わ

れ
た

「
ふ

れ
あ

い
朝

市
」

が
、

北
ノ

台
ま

ち
づ

く
リ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
交

流
福

祉
の

事
業

と
し
て

社
会

福
21t協

議
会

の
協

力
の

も
と

、
第

2回
「

北
ノ

台
・

5、
れ

あ
い

朝

市
Jを

7月
10日

(日
)深

大
寺

保
育

園
に

て
開

催
す

る
こ

と
と

な

り
ま

し
た

。
昨

年
同

様
、 「

新
鮮

野
菜

の
販

売
Jや

「
昔

遊
び

コ
ー

す
―

」

「
休

憩
コ

ー
ナ

ー
」
「

福
祉

作
業

所
の

販
売

」
な

ど
、

そ
し
て

「
じ

ゃ
が

バ
タ

ー
」

は
、

数
量

限
定

無
料

の
大

サ
ー

ゴ
∫
l

赫
鵬

蒙
/メ
         _r…

「
評

t_.“
_

設
立

2年
目

を
迎

え
て

北
ノ

台
ま

ち
づ

く
リ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
 

会
長
 

矢
田

部
 

正
照

設
立

か
ら

1年
が

経
ち

ま
し
た
。

初
め

て
経

験
す

る
こ

と
が

多
マ

あ
り
ま

し
た

が
、

運
営

委
員

を
は

じ
め

、
地

域
の

皆
さ

ま
の

ご
協

力
に

よ
リ

ス
ム

ー
ス

な
会

の
運

営
が

出
来

ま
し
た

。
総

会
資

料
の

事
業

報
告

等
改

め
て

見
直

し
ま

す

と
、

こ
の

1年
携

わ
っ

て
き

た
事

業
の

一
つ

一
つ

が
思

い
起

こ
さ

れ
ま

す
。

特
に

、
50数

名
の

運
営

委
員

の
方

マ
に

は
、
委

員
会

や
各
種

事
業

の
実

施
時

に
は

多
数

の
方

が
参

カ
ロ
さ

れ
る

な
ど
、

当
会

を
支

援
し
て

い
た

だ
き

ま
し
た
c2年

目
と

な
り

ま
し
た

本
年

度
は

、
更

に
、

充
実

し
た

会
の

運
営

と
事

業
実

施

に
向

け
、

地
域

の
皆

さ
ま

の
ご

支
援

の
も

と
尽

力
し
て

ま
い

り
た

い
と
思

い
ま

す
。

昨
年

の
主

な
事

業
で

は
、

当
会

の
目

的
に

沿
っ

た
、

安
C、

安
全

な
ま

ち
づ

く
り

を
念

頭
に

、
地

域
全

体
を
対

象
と

し
た

「
防

災
ヨ
|1練

」
を
リヒ

ノ
台

小
学

校
に

於
い

て
実

施
致

し
ま

し
た
c個

々
の

自
治

会
で

の
防

災
祠

1練
と
違

っ
て

体
験

種
目

も
多

く
充

実
し
た

ヨ
|1練

と
な

り
ま

し
た

。
参

カ
ロ
者

に
は

、
大

変
好

評
を
頂

き
ま

し
た

が
、

こ
う

し
た

祠
|1練

に
つ

い

て
は

、
内

容
等

を
検

討
し
つ

つ
継

続
し
て

実
施

し
た

い
と
思

い
ま

す
。

こ
の

他
「

、
]、
れ

あ
い

フ
ェ

ス
タ

北
ノ

台
」

や
「
北

ノ
台

交
流

の
か

け
は

し
」
、
「

出
前

寄
席

IN北
ノ

台
」
、
「

III市
」

等
マ

の
協

賛
や

後
援

も
行

い
、
ボ

ス
タ

ー
や

チ
ラ

シ
等

の
作

成
や

配
布

な
ど
地

域
の

方
マ

ヘ
の
PRに

も
協

力
し
て

ま

い
り

ま
し
た

。
さ

ら
に

災
害

時
に

向
け

た
「
〕ヒ

ノ
台

小
学

校
地

域
避

難
所

運
営

マ
ニ

ュ
ア

ル
」
の

作
成

中
で

あ
り

ま
す

。

ま
た

、
広

報
を

年
3口

発
行

し
会

の
活

動
状

況
等

を
、

手
慣

れ
た

編
集

委
員

の
方

マ
に

よ
り
3子

ま

で
発

行
す

る
こ

と
が

出
来

ま
し
た

。
を

号
、

興
味

あ
る

内
容

が
掲

載
さ

れ
て

お
り

ま
す

の
で

回
覧

等
で
  _、

一
度

は
お

目
重

し
下

さ
い

。                              . 
Ⅲ

最
後

に
、

本
年

も
事

業
等

に
つ

い
て

は
、

地
域

の
方

々
に

も
お

気
軽

に
ご

参
カ
ロ
い

た
だ

き
、

各
マ

が

負
担

に
な

ら
ず

楽
し
い

会
と
な

る
よ

う
に
ど

掛
け

た
い

と
思

い
ま
す
。               

′

「
吉
祥
寺
病
院
緊
急
医
療
救
護
所
訓
練
」

(ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練

)

調
布
市

で
は
、

医
療

団
体

と
連

携
し
、

震
災

な
ど
大

規
模

な
災

害
が
起

き
た

際
の

医
療

救
護

を
迅

速
、

適
切

に
行

う
た
め

の
訓

練
を
実
施

し
て

い

ま
す
。

医
療

関
係
者

の
他

、
地

域
の
方

長
と
一
緒

に
北

ノ
台

ま
ち

づ
<り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
の
運

営
委

員
も
傷
病

者
役

と
し
て
参

加
し
ま

し
た

。

災
害

時
の
緊

急
医
療

救
護

活
動

に
つ

い
て

体
験

し
、

場
所

も
設
備

も
整

わ
な

い
状

況
で

多
<の

方
力
湘
贋
番

を
待

つ
大

変
さ

を
知

り
、

災
害

0寺
に
怪

我
を

し
な

い
こ

と
の
重

要
性

を
実

感
し
ま

し
た
。

編
集

後
記

総
会

も
無

事
終

わ
り
、

い
よ

い
よ
2年

目
。
北

ノ
台

ま
ち

づ
く

リ
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

の

活
動

も
段

々
と

広
が

つ
て

い
ま

す
。
で

き
る

だ
け
早

く
地

域
の

情
報

を
み

な
さ

ま
に

お

矢
□
ら
せ

で
き

る
よ

う
頑

張
り
ま

す
。

(ス
タ

ッ
フ

ー
同

)

赤
組

も
、 

自
組

も

″
t4グ

フ
ん
ね

/

(北
ノ
台
ま
ち
づ

く
リ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
お
花
見
会

4月
・
神
代
の
杜

)

医
療

関
係

者
や

行
政

、
地

域
な

ど

参
加

者
は

100C以
上

で
し
た

。



平
成

28年
度
 
北

ノ
台

ま
ち
づ
<リ

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
平

成
28年

度
調

布
市

防
災

教
育

の
日

開
設

訓
練

が
行

わ
れ

ま
し
た

!
定
期
総
会
報
告

5月
14日

(土
)午

後
η
時
30分

よ
り
希

望
の

家
深

大
寺

に
て

平
成
28年

度
北

ノ
台

ま
ち

づ
く

リ
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

の
定

期

総
会

が
開

催
さ

れ
ま

し
た

。

当
日

は
、

自
治

会
、

健
全

育
成

、
民

生
児

童
委

員
、

地
域

諸
団

体
、

学
校

関
係

者
、

調
布

市
役

所
の

方
々

を
は

じ
め

地
域

住
民

の

皆
様

に
も

ご
出

席
い

た
だ

き
ま

し
た

。

学
校

と
地

域
含

同
避

難
所

平
成

28年
度
 

活
動

計
画

地
域

の
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
づ

<り
に
関
す

る
活

動

地
域

の
住
民
・

諸
団
体
が

定
期

的
に
集

い
、

そ
れ
ぞ

れ
の
活

動
や

状
況

に
つ

い
て

情
報

を
交

換
し
、
共

有
す

る
こ

と
で
地

域
全
体

の
連
携

を

深
め

、
以

下
の

よ
う
な
地
域

を
目
指

し
ま
す

。

○
地
域

の
住

民
・

諸
団
体

が
強
い
絆
で

結
ば
れ

た
、
住

み
や

す
い
地
域

○
有

事
の

際
に
助

け
含

い
、
支

え
含

う
互

い
の

顔
が

見
え

る
地
域

○
防
災
・

防
犯

の
意
識

を
高
め

る
地
域

総
会

で
は

、
平

成
27年

度
の

活
動

報
告

及
び

決
算

報
告

、

平
成

28年
度

の
会

貝
」 の

一
部

変
更

、
運

営
委

員
・

役
員

の
選

任
、

活
動

方
針
・

活
動

計
画

、
予

算
が

75K認
さ

れ
、

設
立

後
初

め
て

の

総
会

を
無

事
終

了
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し
た

。

2年
目

の
3年

、
地

域
の

た
め

の
活

動
を

目
指

し
て

い
き

ま
す

。

皆
様

の
ご

参
DEl・

ご
協

力
を

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

ア
ル

フ
ァ
米

の
炊

き
出

し
∃

1練

避
難

所
運

営
マ

ニ
ユ

ア
ル
検

討
委

員
会

の
設

立

検
討

委
員

会
活

冒
詢
内

容
の

検
討

1避
難

所
生

湛
:の

組
織

作
り

。
ル

ー
ル

作
り

:避
難

所
l施

設
の

利
用

等
検

討

1避
菫

1所
運

営
マ

ニ
ユ

ア
ル

作
成

。
検

証
性

4月
23日

(上
)調

布
市

防
災

教
育

の
日

の
午

後
、

北
ノ

台
小

単
校

体
育

館
に

て
地

域
含

同
避

難
所

開
設

∃
1版

が
行

わ
れ

ま
し
た

。

前
半

は
、

実
際

に
被

災
地

で
避

難
所

の
現

場
を

見
た

方
の

い
ざ

と
い

う

時
に

役
に

立
つ

身
近

な
話

や
現

場
の

状
況

な
ど

の
講

演
が

あ
り
ま

し
た

。

後
半

は
、

参
力
□
者

に
よ

る
避

難
所

開
設

訓
練

を
体

験
し
ま

し
た

。

防
災
倉
庫
か

ら
の
備
蓄

品
搬
出
、

ア
ル
フ

ァ
米
の
炊

き
出

し
、
簡
易

ト
イ

レ
の
組
み
立
て
、
避
難
所
生
活

ス
ベ

ー
ス
の
段
ボ

ー
ル
間
仕
切

り
な
ど
、

貴
重
な
避
難
所
体
験
副

|1練
で

し
た
。
来
年
も
ぜ
ひ
参
力 □

し
て

く
だ
さ
い

!

避
難

所
の

入
□

。
受

付
コ

ー
ナ

ー

北
ノ
台
小
学
校
避
難
所
運
営
マ
ニ

ユ
ア
ル
作
成
中

!

大
規

模
な
災

害
が
発
生

し
た
場

合
に
、

自
宅

で
の
生

活
が
不

可
能

と
な

る
被

災
者

が
発

生
し
、

避
難

所
で
の
共

同
生

活
が
必
要

な
事

態
と
な

り
ま

す
。

そ
こ
で

円
滑

な
共

同
生

活
を
営
む

た
め

に

避
難

所
に
お

け
る
ル

ー
ル
等

を
定

め
た

も
の

が
避

難
所

運
営

マ
ニ

ユ
ア
ル

で
す

.

避
難

所
は
、

自
主

防
災
組

織
等

が
主

体
と
な

つ
て
運

営
す

る
も
の

で
す
。

円
滑

な
避
難

所
運

営

を
行

う
に
は
、

標
準
的

な
マ
ニ

ユ
ア
ル

を
あ

ら
か

じ
め
作

成
し
て

お
<こ

と
が
必

要
で
す
。

避難所運営マ一ュアル

作成までの流れ

簡
易

ト
イ

レ
の

組
み

立
て

生
活

ス
ペ

ー
ス
の
段
ボ

ー
ル
間
仕
切

り

備
蓄

倉
庫

の
点

検

備
蓄

倉
庫

の
品

ロ
リ
ス

ト
と

配
置

図

購
慶

許
た

北
ノ
台

小
学
校

避
難

所
運

営
マ

ニ
ユ
ア
ル
検

討
委

員
会

は
、

避
難

所
と
な

る

北
ノ
台

小
学
校

と
北

ノ
台

ま
ち
づ

<リ
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
の
総

務
グ

ル
ー
プ

の
メ

ン
バ

ー
が

中
′卜

と
な

り
、
現
在

17Cで
構

成
さ
れ
て

い
ま
す

。

調
布

市
の
総

含
防
災

課
の
協

力
を
得

て
、

避
難

所
運

営
マ

ニ
ユ
ア

ル
作

成
の

た
め

の
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン
を
ベ

ー
ス

に
し
て

、
北

ノ
台

の
特
色
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